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課題１

浮世絵とアウラの喪失

浮世絵はある意味複製物である。しかし現在の浮世絵は一つ一つがホンモノのアウラを持ち、展示的価値を持っている。これは刷師の存在によるところが大きい。豊国や国芳、北斎らがいくらすばらしい構図を描いたとしても、彫安がどれだけ繊細な毛髪彫りをしても刷師がいなければアウラは宿らなかったであろう。しかし当時は非常に安く買えたタペストリーであるからアウラを失っていたのではないかと思う。１５０年後私たちが扱うデジタルデータにアウラが発生することも有り得ることではないだろうか。

赤塚不二夫といがらしみきお

赤塚不二夫は発想の飛躍を持ち味にした鬼才である。いがらしみきおは時間芸術とも言える映像的な間を4コマに作り出す天才である。いがらしみきおの漫画は画面のどこかにニャロメが飛び出すという赤塚不二夫の遊び心を極限まで高め洗練した結果その微妙な画面変化だけで4コマ.8コマの漫画を作った（ハエが移動しているだけということもあるほど）。いがらしみきおはまた発想の飛躍自体をぼのぼのの妄想という形で表現する。このぼのぼのの発言が私たち大人を本気で考えさせることから飛躍のその先、赤塚の拡張を意識しているのではないだろうか。

燃えと萌え

現代のアニメ、漫画は大きな客層を持つこの両者をうまく取り込めるような作品を作ろうと何度も試みている。成功作はエヴァ・ガンダムSEED・コードギアス・マクロスF・・・と皆その年を代表する，アニメ史に残るような作品ばかりである。しかしその作業は一筋縄でいくものではなくこれまで数多くの駄作を生み出してきた。両者は水と油であり、例えば燃え要素である戦闘シーンに萌え要素を持ち込むと失敗する。また話数で住み分けをしすぎた場合も同様に失敗する。よってイベント・言動ではなく性格や人間性で如何に燃えを想起させるかがポイントである。

初音ミクとn次創作

初音ミクは今後どのような活躍をしていくのか、私は非常に疑問である。そもそもこのn次創作という言葉に私は懐疑的である。nに如何なる数字も代入できるのであろうか。発売から4年以上がたった現状最も代表的なn次創作作品と言えるであろうBRSアニメーションで3次創作、これのファンアートが4次創作である。この先に何があるのだろうか。また5次、6次と進んだ場合そこに3次創作以上の作品を発生させる行為、親殺しを行うことは可能なのか。ミクはこの先どうなるのだろう。

ポチョムキン厨とトランスフォーマー厨

『戦艦ポチョムキンは基点であり、トランスフォーマーは通過点に過ぎない。』これは映画評論家や映画通の共通認識といえる。しかし芸術全般においてキュビズム以降どうも技術というものに対して過小評価が過ぎる節があることが私は気がかりだ。ここ十年日本映画は基点となる作品を作ることに注力し、個々が線香花火のようにチリチリ上映しては消えていくという現象が続いている。心象表現や奇抜な構成ということに重きを置き、CG合成などの技術に対し半ば侮蔑にも似た態度で接した結果、日本映画界には作れない映画　というものが出てきてしまった。映像作品の中に入るその日のためにはどの点にも敬意を払わなければならない。

